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☆実りの秋☆ 

さわやかな秋風が心地よく感じられる季節となりました。先日の社会科見学では、実際に自分の目で見ること

で、工場や施設で働く人々の工夫や努力に触れ「知らなかった！」「なるほど！」「そうなんだ！」という声がた

くさん聞かれました。バスの中でも、景色を見ながらクイズを楽しんだり、友達と話したりと、学びと楽しさが

つながった充実した一日になりました。 

１０月はまさに実りの秋。理科や社会では実験や調べ学習を通して「なぜ？」と問いをもつ姿が多くみられる

ようになりました。国語では自分の考えを整理し相手に伝える力を、算数では筋道立てて考える力を伸ばしてい

きます。さらに学習発表会に向けた活動も始まります。一人ひとりが役割を担い、仲間とともに創り上げる喜び

を味わいながら、実り多い毎日を過ごしていけるよう見守っていきます。今月もよろしくお願いいたします。 

 

 

１０月の学習予定  

国語 方言と共通語、秋の夕、よりよい学校生活のために、和語漢語外来語 

社会 
これからの食料生産とわたしたち、くらしを支える工業生産、 

自動車をつくる工業 

算数 分数の大きさとたし算・ひき算、平均、単位量あたりの大きさ 

理科 流れる水のはたらきと土地の変化、もののとけ方 

音楽 パートの役わり、日本の音楽 

図工 コロコロ ローラーダンス、重ねて広がる形と色 

体育 ハードル走、フォークダンス 

家庭科 食べて元気！ ごはんとみそ汁、物を生かして住みやすく 

道徳 規則の尊重 公正・公平・社会正義 友情・信頼 感謝 

総合 学習発表会に向けて～SDGs海賊団にできること～ 

外国語 Where is the station? 

学級活動 係活動を充実させよう 
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学校からのお知らせ  
 

 〇通知表の配付について  10月 10日（金）配付→14日（火）～17日（金）回収 

 通知表の配付は、10 月 10 日（金）です。今年度は、9 月分も評価対象となり、夏休みや 9 月の頑張りも

反映できるようになりました。通知表の項目上では「よくできる」、「できる」、「がんばろう」の 3 段階の評価

となりますが、子供たちの学習状況で表現しきれない部分は所見に文章で記述しました。子供たちの学習の成

果や頑張りを認め、苦手や課題となる部分をどのように改善していくかをご家庭で話し合う機会としてほしい

です。 

子供たちが、今後も学校生活や学習に粘り強く、前向きに取り組めるよう、学校全体で励まし指導・支援し

ていきますので、ご協力をお願いします。 

  

〇開校５０周年記念式典の当日の時程  10月 31日（金）  

 １０月は、全校児童を対象とする「開校５０周年児童集会～ようこそ先輩集会～」が 24 日（金）に、翌週 

の 31 日（金）には、たくさんの来賓の方々が来校して、6 年生が全校児童の代表として参加する「開校 50 

周年記念式典」が行われます。31 日（金）については、児童の下校時間が通常と異なりますので、確認いた 

だけますようお願いします。 

【当日の時程】 

 

〇行事予定の変更  ～12月の個人面談日程変更と「ようこそ先輩講演会」の開催～ 

 今年度２回目の個人面談は、12 月１５日（月）～19 日（金）を予定していましたが、１２月 1２日（金）～１７

日（木）に変更させていただきます。１９日（金）５校時は、本校の卒業生でヒグマ関連のテレビ出演や執筆もされ

ている酪農学園大学教授・佐藤喜和様による「ようこそ先輩講演会」を予定しています。 

なお、年間行事予定も変更しましたので、ホームページでの確認やダウンロードをお願いします。 

  

 

10月 31日（金）  通常登校 

8:１５～ ８：３０ 開校５０周年記念・全校朝会（校庭）       ※雨天の場合は、教室にて実施 

８：3０～ ８：４０ 学級指導   ※記念品の配付（エコバック・記念誌・記念品） 

     １～5年生下校  ８：４５完全下校 

８：３０～ ９：４０ 6年生は、教室にて待機  （９：４５ 体育館入場・着席） 

１０：００～１１：５０ 開校５０周年記念式典 

（式典後、6年生によるアトラクション） 

１１：５０～１2：00 終了後、教室に移動し、学級指導    ６年生下校  １２：００ 下校（予定） 



 

10月の行事予定 ALT：外国語指導助手　　SC：スクールカウンセラー

日 曜日 学校行事・教育活動
朝学習

集会･中休み
放課後 来校者 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

1 水 都民の日

2 木 6年体育大会放課後練習① 安全指導 見守り隊 ICT支援員 5 6 6 6 6 6

3 金 社会科見学（３年） 算達タイム 図書館司書 5 5 5 6 6 6

4 土

5 日

6 月 委員会活動
放送朝会

読書タイム

学校心理士

ALT
5 5 5 5 6 6

7 火
副籍交流（3年）インタビュー探検

（2年）　6年体育大会放課後練習②

読書タイム

読み聞かせ

放課後

補習2年
SC　ALT
図書ボランティア

5 5 6 6 6 6

8 水 区小教研一斉研究日 スギニタイム
放課後

補習４年
ALT 4 4 4 4 4 4

9
〇6
年生

避難訓練

6年体育大会放課後練習③

児童集会

図書委員会
見守り隊 ICT支援員 5 6 6 6 6 6

10 金
通知表配付日
江戸川っ子なわとびCW（終）

全校朝会
放課後

補習３年
図書館司書 5 5 5 6 6 6

11 土

12 日

13 月 スポーツの日

14 火
ボランティア清掃（4年）

6年体育大会放課後練習④

全校朝会

体育大会壮行会

放課後

補習2年
SC　ALT 5 5 6 6 6 6

15 水 ふれあいWD スギニタイム
放課後

補習４年
ALT 4 4 4 4 4 4

16 木 区体育大会（6年） 読書タイム ICT支援員 5 6 6 6 6 6

17 金 生活科見学（1年） 算達タイム
放課後

補習３年
図書館司書 5 5 5 6 6 6

18 土

19 日

20 月 全校朝会 ALT 5 5 5 5 6 6

21 火
南葛SCサッカー教室・講演会

（4年）
読書タイム

放課後

補習2年
SC　ALT 5 5 6 6 6 6

22 水 スギニタイム
放課後

補習４年
ALT 4 4 4 4 4 4

23 木 読書タイム 見守り隊 ICT支援員 5 6 6 6 6 6

24 金
開校50周年記念児童集会

「ようこそ先輩集会」

放課後

補習３年
図書館司書 5 5 5 6 6 6

25 土

26 日

27 月 全校朝会
学校心理士

ALT
5 5 5 5 6 6

28 火
南葛SCサッカー教室・講演会（５年）

チャレンジ・ザ・ドリーム（松江第三中）
読書タイム

放課後

補習2年
SC　ALT 5 5 6 6 6 6

29 水
記念式典リハーサル（6年）
チャレンジ・ザ・ドリーム（松江第三中）

スギニタイム
放課後

補習４年

ALT

ICT支援員
4 4 4 4 4 6

30 木 チャレンジ・ザ・ドリーム（松江第三中） 読書タイム 5 6 6 6 6 6

31 金 開校50周年記念式典 記念朝会 1 1 1 1 1 4

〇6年生は区体育大会に向けて放課後練習を行います。
　２日（木）、7日（火）、９日（木）、14日（火）の4日間です。
　下校時刻は1５:４０ごろです

〇　３日（金）は、３年社会科見学です。下校時刻は1５:００ごろです。
〇１６日（木）は、６年区体育大会です。下校時刻は1６:００ごろです。

〇１７日（金）は、１年生活科見学です。下校時刻は1４:００ごろです。
〇３１日（金）は、開校50周年記念式典です。
　    　1～5年下校時刻は８:４５です。6年下校時刻は12:00ごろです。

※交通事情等により帰校・下校時刻が変更になる場合は、tetoruにて
　お知らせします。

第48回江戸川区民まつり（6年マーチング）



学年からのお知らせ 

 

○宿題について 

５年生になり、学習内容が難しくなってきています。算数科では、分数の計算に取り組んでいま

す。分数の約分や通分は５年生の学習の中でつまづきやすい内容であり、今後の学習でも繰り返し

出てくる内容です。苦手意識につながらないよう、今、基礎・基本を固めておくことが必要です。

宿題に取り組み、アウトプットすることで学力の向上に繋がります。学習は取り組んだ分だけ必ず

成果に表れます。分からないところは担任が休み時間等を活用して教えることもできます。学習内

容の定着に不安がある場合は、早めにご相談ください。 

〇フッ化物洗口と歯磨きについて 

コップとコップ袋、歯ブラシの忘れ物がとても多いです。お子さんと一緒に準備していただき、

毎週金曜日に持ち帰らせますので、月曜日に持たせてください。よろしくお願いします。 

〇校帽について 

 登下校時、校帽を被っていない児童を見かけます。校帽は急な落下物などから頭を守ることもで

きます。また誘拐や交通事故など、不測の事態や緊急時にすぐに大杉第二小学校の児童であること

を判断することができます。学校でも指導しますが、おうちから送り出す際、校帽を被るよう声掛

けをお願いします。 

 

 

 

         

  

 


